
写真3　一人暮らしのお年寄りを対象に食事と遊びの会を主

宰する「花水木会」、この他にも高齢者のたまり場「風見ど
り」あり

11坪）として建設されたものです（写真2）。

手作り工作隊はこの小屋を基礎から全て住

民で手づくりしようと公募に応じた人たちで

す。この事業はものづくりの成就感を体感す

る恰好の機会を提供しただけでなく、男たち

が主役になれたことに大きな意味がありまし

た。手作り工作隊はいったん解散しますが、

「大人の文化サロン・まるたの会」を発足させ

るとともに、その後も有志がいろいろな手づ

くり作業に随時協力をしてきています。

この時期、その他には秩父の荒川村との交

流を促す「荒川交流実行委員会」、アルミ缶を

回収する「リサイクルの会」、一人暮らしのお

年寄りを対象に食事と遊びの会を主宰する

「花水木会」などが発足します（写真3）。

〈発展期（1994年～）〉

コミュニティも20年余り経つとマンネリ化

に陥りやすいところですが、カツを入れられ

たのが阪神淡路大震災でした。これを契機に

暮らしの安全を守る「自衛防災隊」が発足す

るとともに、防災倉庫の設置、水の確保や簡

写真4　調整池の6千枚のコンクリート平板を剥がし、13ケ
月、延べ53日、延べ800人かけて自力建設したビオトープ

「わくわく自然園」（開園式でメダカを放流する子どもたち）

易トイレ対策などの防災対策が矢継ぎ早に講

じられました。

また、これまでの人的ネットワークを新た

に結束させたのが、調整池の一画に“人と生

き物及び人と人とのふれあいを育む’’ビオト

ープ（780nj）の建設事業で、しかもまるた

小屋のときと同様に手づくりによる建設でし

た（写真4）。

この事業の背景には長年の緑化活動で培わ

れた環境意識とまるた小屋で味わった手づく

りの成就感が潜在的にあったと思います。公

募に応じた人たちで「ビオトープ事業実行委

員会」を組織し自力建設、その後「わくわく

自然園を守り育てる会」と名称を改め管理運

営を担っています。

もうひとつこの時期の活動として特筆すべ

きは、団地からでる生ごみの堆肥化を進める

「生ごみリサイクルを進める会」の活動であり、

超高齢化を視野に入れた有償在宅福祉サービ

スを担う「たすけあいの輪」や「自治会の福

祉部（高齢者のたまり場となる“風見どり”

自治会
（コミュニティの運営）

※本部、広報部、生活環境
部、厚生部、福祉部で構成

●自衛防災隊

（防災・防火活動）

管理組合

（共有財産の保全）

※管理組合をサポートす
る中期修繕委員会あり

●子ども会育成会

（子供の健全育成）

●あおやぎ文庫

（地域文庫活動）

●寿会

（高齢者の親睦）

●花水木会

（一人暮らし高齢者の食

事＆遊びの会）

●たすけあいの輪

（有償在宅福祉サービス）

●風見どり

（高齢者のたまり場）

●あおやぎ文庫

（地域文庫活動）

●荒川村交流委員会

（山村との体験交流）

●まるたの会

（大人の文化サロン）

●手作り工作隊（随時）

（手作り作業）

※サークル活動は除外

●緑化推進本部

（緑地保全・育成・改善）

●わくわく自然園を守り

育てる会

（ビオトープの管理）

●生ごみリサイクルを進

める会

（生ごみ堆肥化の推進）

●楽農クラブ

（共同農場の運営）

●リサイクルの会・リサ

イクルわかば

（リサイクル活動）
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